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国際財務報告基準（IFRS）の任意適用に関するお知らせ 

 

 当社は、本日開催の取締役会において、当社グループの連結財務諸表および連結計算書類について、

2023 年９月期第１四半期より、従来の日本基準に替えて、国際財務報告基準（以下、IFRS）を任意

適用することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 任意適用の目的 

財務情報の国際的な比較可能性の向上や開示の充実により、株主、投資家の皆様をはじめとし

たステークホルダーに対し、より有用性の高い情報を提供し利便性を高めること、グローバル経

営の推進等を目的として、このたび IFRSを任意適用することといたしました。特に、当社は今後

海外機関投資家の皆様方にアプローチしていくことを念頭においており、財務諸表の比較可能性

を担保することは非常に重要であると考えております。 

また、今回の任意適用により、従来日本基準で公表していたのれん償却費が非償却となり、当

社が掲げる M&A 戦略において、GAFA メディア事業部だけでなくフィンテック事業部においても、

更に積極的な動きを推進させられると考えております。なお、2022年９月期の決算短信における

連結財務諸表および会社法に基づく連結計算書類については、従来同様、日本基準を適用いたし

ます。 

 

2. IFRS任意適用に伴う開示スケジュール（予定） 

決算期 開示資料 適用会計基準 

2022年 9月期 第 3四半期 第 3 四半期決算短信 

四半期報告書 
日本基準 

期末 決算短信 

有価証券報告書 
日本基準 

2023年 9月期 第 1四半期  IFRS 
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3. 今後の見通し 

IFRSの任意適用に伴う、当期の連結業績予想に与える影響については、現在精査中であり、適

時開示が必要になった場合には、速やかに開示いたします。 

 

以 上 

 


